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なお告書Z若年余の徴収も行ないますのでご終滞<tとさい

一
・
七
パ

1

y々
k
γ

描明

記
大
級
な
増
加
議
官
示
し
て
お

ち
ま
す
。

歳
入
に
つ
き
ま
し
で
は
‘
引
増

税
の
七
附
抱
一
二
千
・
℃
百
二
十
五
万

悶
什
が
滋
も
多
く
、
次
い
で
地
方

受
付
税
の
窓
際
約
千
四
否
二
十

双
山
刀
内
.
分
制
開
会
及
び
品
川
倒
料
金

の
mm
億
五
百
六
十
六
万
総
予

防
‘
関
陣
支
出
品
燃
の
三
榔
路
叩
晶
子

日
開
九
十
双
方
七
千
円
、
市
山
抵
の

i議反縫E誌保険税の君， t期分です

仲 村 5丹

環
境
構
生
@
教
育
に
も
重
点
的
に

二
僚
的
問
千
岡
山
夜
九
十
万
開
け
の
悶
械

に
な
っ
て
お
与
ま
す
。

歳
出
糾
…
阪
で
は
、
ふ
仰
木
費
が
七

都
恥
五
千
一
一
一
一
一
段
六
十
六
万
日
4
1
開け

と
予
算
金
ル
悼
の
コ
二
・
七
パ

i

セ
V
ト
を
占
め
一
番
多
く
、
そ

れ
か
ら
脱
線
復
後
、
教
育
授
の
療

に
な
っ
て
お
号
ま
す
。

土中ホ措
R

と
栴
間
然
資
ι
g
h
耐
え
ま

す
と
五
四
・
一
一
パ

1
々
γ
ト
と

本
年
度
は
こ
こ
に
滋

hmを
お
い

た
予
算
綴
淡
い
い
な
っ
て
お
り
ま

す。
知
附
山
陶
に
つ
い
て
緩
酎
暗
殺
後
べ

ま
す
と
次
の
k
お
号
で
す
。

総

務

費

羽
袋
、
交
返
事
品
位
開
問
髄
拙
は
級

品
市
に
も
国
↑
数
L1
る
ほ
ど
総
惨
な

切
実
な
る
間
同
帽
胞
で
す
の
明
、
、
市

民
の
不
世
間
丹
交
羽
織
災
害
い
い
対
処

ナ
る
た
め
古
河
滋
災
害
録
縛
負
悼
料

金
な
入
資
万
国
け
計
上
し
て
お
り

ま
す
。
ま
れ
品
、
変
遜
安
全
施
設

の
整
僚
と
し
て
、
総
議
場
建
議

碑
買
に
二
百
七
十
万
開
H

を
計
上

し
、
そ
の
総
務
送
、
酌
附
録
、
反

射
鏡
、
磁
開
馳
酬
な
ど
告
後
援
し
‘

市
民
の
歯
暗
い
余
命
を
内
寸
る
た
め

に
万
金
者
叙
し
て
ま
い
れ
ソ
ま

す。
戸
籍
関
係
に
お
い
て
は
、
電

送
模
写
州
制
勝
也
を
設
放
し
、
本
庁

主
務
叉
昭
明
宮
市
臨
峠
慨
し
て
一
戸
一
絞
め

絵
本
、
拡
が
本
柑
マ
を
鮎
甑
巡
円
い
受
付

し
、
市
民
ナ
1
.ヒ
九
に
崎
博
し
た

い
主
思
い
ま
す
。

民

生

脚

質

商
品
ま
れ
な
い
交
燃
に
あ
る
身

体
際
答
者
、
輯
棉
柚
押
滋
弱
点
骨
、
泡

入
、
母
子
怒
昨
階
、
議
家
族
等
に

対
し
て
心
身
の
後
燦
保
持
、
と
食

時
的
決
定
が
磯
崎
怖
さ
れ
る
よ
う
阪

か
い
を
い
怒
し
む
ベ
た
い
と
怒

い
ま
す
。

身
体
隊
山
鳩
術
品
制
、
鵠
樹
林
務
弱
者

に
対
し
ま
し
て
は
、
巡
回
籾
税
制

会
務
官
設
け
、
ま
た
総
数
へ
の

絞
容
を
後
勤
し
た
い
と
閉
山
い
ま

ず
。
恋
人
に
対
し
ま
し
て
は
、

巡
入
品
l
ム
捻
鐙
融
関

ιし
て
米

百
双
十
八
万
一
予
約
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
老
人
タ
予
プ
の

管
成
、
点
仙
人
福
札
拡
大
会
、
定
糊
鵡

抽
開
蛾
蹴
鈴
賓
の
樹
湾
総
に
予
銃
殺
置

し
て
お
れ
ツ
ま
す
。

柏
村
に
ね
た
き
9
必
人
に
対
し

て
持
仏
、
家
際
経
役
員
に
よ
る
滋

問
問
を
行
な
い
ま
す
。

鳳持ザヤ
J

ゆ
筑
前
略
・
効
期
前
品
渓
執
曹
に
つ

身
、
ま
し
て
は
.
総
数
へ
の
絞
務

授
効
焚
附
悶
百
六
十
開
問
万
五
千

円
事
鴻
地
骨
脱
会
術
的
掛
金
等
約
十
万

問
問
計
上
し
て
ゆ
拍
ち
ま
す
。

開
ん
事
誕
総
社
対
柿
践
と
し
て
は
‘

然
資
一
併
の
漁
師
棋
授
に
八
百
二
十

五
万
一
千
仰
を
計
上
、
玄
骨
明
兇

以
下
的
自
珂
金
係
資
を
目
綴
K
L

て
お
り
ま
ナ
。
ま
た
、
生
活
保

護
繁
一
い
は
扶
品
制
榔
刑
務
千
九
吋
M
h
u

十
万
関
口
を
努
よ
し
、
中
市
災
の
い

と
い
の
壌
と
し
て
育
学
館
建
設

費
〈
一
以
前
崎
八
万
〉
に
九
百
五
十
湿

万
一
千
円
ョ
料
相
布
陣
内
の
概
略
生
女

相
伍
し
て
山
同
点
降
線
ゑ
五
夜
間
十
万

円
‘
閉
関
係
会
計
へ
隅
腕
儲
金
五
百

万
回
日
が
予
算
措
稜
宰
れ
て
あ
ヲ

ま
す
。

縄

生

費

十
市
民
丹
ハ
務
機
管
四
割
を
考
浴
し

て
、
各
棋
倒
予
時
間
接
綴
脳
陣
綴
報
酬
附

に
一
一
…
絞
六
十
五
万
円
‘
叫
田
駅
ぃ
綴
予

防
、
が
ん
検
診
に
一
一
夜
附
間
十
七

万
九
千
悶
け
を
計
上
し
て
あ
れ
ソ
ま

ず。
ど
こ
め
都
市
山
で
も
問
問
題
と
な

る
ゴ
ミ
及
び
し
開
悼
の
処
剖
鳴
に
つ

き
ま
し
て
は
、
昨
昨
年
波
か
ら
コ
一

年
終
絞
事
梁
で
宅
じ
ん
芥
務
総

務
〈
処
理
的
開
力

}10市川
¥uu
・

本
年
度
一
縫
一
一
一
千
五
一
自
万
丹
〉

を
絞
殺
し
‘
ま
た
小
笠
G
ダ

γ

ブ
〕
台
、
総
務
一
〆

γ
ヅ
一
…
一
台

〈
一
二
百
六
十
九
万
円
〉
を
燃
入

し
、
加
地
開
品
目
町
泳
法
化
を
岡
闘
争
ま

す
.し

開
胤
畑
地
遊
山
争
議
に
つ
い
て

除
、
久
券
胸
部
泊
先
に
州
総
合
し
尿

処
球
場
〈
処
渓
総
力
開
問
‘
五

0

0
点
万
メ
ー
ト
ル
¥
同
悶
‘
一
一
億

七
千
九
夜
明
H
円
)
を
昨
昨
年
か
ら

抽
融
緩
議
業
で
夜
勤
肌
L
、
本
学
隠

は
一
一
億
二
千
日
一
十
万
九
千
開
刊
を

姶
緩
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
も

中
裁
附
問
台
、
小
泌
二
台
ハ
六
百

五
十
一
万
七
千
円
〉
の
パ
キ
a

l
ム
ム
単
愛
惜
隅
入
し
、
慌
隅
田
晶
都
中
市

と
し
て
預
域
機
崎
山
の
先
決
綴
化

を
飼
っ
て
お
り
ま
す
ο

織
開
山
州
金
に
つ
き
ま
し
て
は
‘

上
水
道
事
裁
へ
吉
一
千
十
二
万

円
、
下
水
道
事
業
ヘ
一
一
百
六
十

問
問
万
八
千
円
脱
税
山
叫
す
見
込
円
か
で

す。
議
品
料
水
産
業
費

官
札
制
押
袋
業
と
し
て
も
礼
町
市
棋
院
銭

的
り
お
い
近
代
的
削
農
業
の
管
成
を

目
途
に
後
祭
近
代
化
資
金
利
子

務
総
の
一
白
一
一
十
笈
万
円
安
は
じ

め
、
負
強
念
、
怯
間
的
朝
食
に
回
一
潟

二
十
州
問
万
一
千
関
川
計
上
い
た
し

ま
し
た
。高

工

費

中
小
企
獲
の
余
滋
の
阿
部
情
ル
加

を
削
附
号
、
務
総
数
時
民
事
掛
飛
と
し

て
五
百
万
悶
け
を
予
算
後
鐙
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
‘
議
孫
子
奴

新
聞
附
阿
滋
の
紺
隣
市
改
造
と
あ
わ
せ

て
潟
市
的
出
関
鐙
成
設
計
策
詫
副
作
を

お
万
出
川
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

土

木

議

滋
帥
陪
鵠
制
袖
付
糊
賞
に
一
一
一
千
九
百
人

十
一
一
一
万
附
間
千
円
安
計
上
し
、
そ

の
内
訳
。
主
な
も
の
は
も
久
寺

駅
単
一
二
号
線
ほ
か
問
問
時
間
総
ハ
刑
問
も

六
七
問
問
平
方
メ
ー
ト
ル
〉
の
オ

ー
ル
カ
パ

1
然
装
に
八
百
玄
十

八
万
円
余
り
‘
校
側
槻
閉
山
地
縦
断

融
約
改
良
志
家
、
続
水
時
開
後
筒
、

総
務
防
ゑ
世
帯
構
需
に
同
開
渓
万
行
き

・
中
義
人
同
開
号
絡
協
同
か
十
二
的
問
拍
騨

の
総
鯵
‘
輪
開
終
回
m砂
利
時
附
入
費

に
ゴ
ヤ
七
資
万
将
官
縫
霞
い
た

し
ま
し
た
。

2
 

論
咋
郎
新
設
改
良
伎
は
六
千
九

総
五
十
二
万
八
千
mn
で
時
昨
年
波

よ
9
フ
γ
七
百
万
肉
増
綴
し
て

お
号
ま
す
。
次
第
は
a

久地守山品

開
問
一
一
一
琴
線
を
は
じ
め
，
六
O
帥防

総
会
針
府
間
L
'
拙間後四凶積一一一開間

対↓一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
時
排
水

延
長
…
、
百
一
限
引
九
メ
ー
ト
ル
ゼ

あ
れ
ソ
ま
す
。

都
市
齢
別
協
間
組
員
は
総
側
削
で
ヌ
際

問
問
、
十
一
一
一
笥
開
問
十
日
一
万
開
問
中
'
m円

で
、
土
木
鵡
滅
的
七
一
ス

1
セ
γ

ト
品
化
成
め
て
お
り
、
そ
の
山
内
双

山u
b官
隊
出
明
掛
税
務
事
笑
へ
の
械
開
山
同

点
耀
畑
出
千
一
関
九
十
開
問
万
…
一
一
千
円
、

立
・
!
・

1
号
制
服
ハ
天
支
ム
口
駅

前
線
)
蛸
州
組
問
工
事
持

Rmdヤ
災
百

万
円
を
は
じ
め
E
・閣制・開出品勺

拍
碗
へ
滋
品
目
仙
押
占
晶
体
後
一
説
〉
闘
用
地

先
行
取
得
後
八
千
七
十
い
も
万
吋

千
田
川
、
立
・
政

:1琴
線
ハ
挙

後
筋
立
体
裂
後
J

M

日
か
叫
ハ
ヱ
W
噴

出
封
負
制
担
金
一
億
ス
ヂ
波
留
九
十

九
万
mnH炉
支
な
財
閥
総
本
禁
句
あ

号
、
公
開
附
品
到
に
お
い
て
は
，
手

賀
初
開
明
地
齢
期
八
世
間
開
毅
織
を
五
カ
和
↑

鉢
出
…
内
で
実
務
‘
本
年
併
棋
は
ブ
1

札
即
時
思
議
ぶ
市
併
合
一
小
島
米
・
七
コ

ー
ス
〉
叩
一
千
附
同
協
万
四
H
Z
4
T
籾民

総
湖
岸
溌
が
滋
工
事
力
一
一
、
七

O
O米
〉
一
千
八
%
万
回
け
な
計

上
し
て
お
ち
ま
す
。

知
間
市
下
水
路
授
は
も
品
一
谷
凶
同

管
T

ム
官
引
の
委
託
料
九
千
万
関
川

久
市
守
家
、
北
袖
州
市
市
議
総
監
時

協
排
水
路
工
事
後
に
間
口
千
ぷ
吋
同
盟

十
万
円
、
開
附
田
知
一
一
戸
竜
久
中
守
家
鵠
貯

水
協
の
間
用
地
震
収
焚
に
一
千
八

十
}
万
五
千
内
績
割
賦
し
て
お
号

室
す
。

そ
の
段
都
市
指
針
岡
田
授
に
は
、

制
聞
発
後
十
万
五
千
開
け
‘
仲
間
居
表

示
総
資
二
十
ザ
乱
万
八
千
田
川
計
上

容
れ
て
お
り
ま
す
。

+
申
抄
肉
校
名
湾
設
に
つ
い
て

は
、
本
年
肢
も
・
'
中
関
閣
総
火
構

議
附
問
問
問
践
で
ご
十
回
間
一
戸
〈
予
紫

紺
柄
欄
悶
千
九
司
自
二
十
双
万
品
川
聞
け
〉

を
詩
秀
総
先
に
建
設
?
制
止
し
て

お
り
ま
す
。

鴻

訪

韓

中
市
民
向
の
生
数
と
叫
知
識
胞
を
ヤ
る

た
め
も
訓
出
時
間
力
安
強
化
す
ベ
く

消
防
附
削
別
組
対
柏
駅
緑
川
柏
駅
抽
出
(
六
十

中
ハ
万
川
口
)
と
A
e
都
一
齢
制
カ
ポ
Y
プ

単
一
一
会
〈
七
十
万
闘
い
)
を
隊
入

し
、
ま
-
h
L
貯
水
絡
を
一
ニ
総
主
緩

兵
組
抱
帽
を
後
開
臨
す
る
た
め
百
二

十
五
万
出
口
町
計
上
い
た
し
ま
し

た。

教

育

饗

ふ
中
学
校
援
で
は

2

プ
レ
ハ
ブ

人
数
窓
一
の
新
後
工
事
務
ご
γ
一一

一
財
人
十
一
…
万
一
日
一
千
田
川
、
榊
尚
北
A
W

割
問
・
や
や
校
給
食
耐
脇
工
事
〈
ゴ
一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
)
衣
川
M
m間
十

万
丹
、
材
開
一
一
一
小
学
校
紬
紅
白
訂
管
議

黙
認

W
万
関
川
‘
期
間
北
品
開
制
問
小
、

滋
北
小
、
…
・
小
、
布
役
小
学
校

銭
関
係
の
悼
和
食
滋
一
儲
ロ
削
鰍
鱗
入
演
に

七
百
八
万
四
千
開
け

8

湖
北
台
関

小
学
校
総
裁
に
よ
る
日
本
住
宅

公
開
山
へ
の
巡
済
制
利
子
，
出
川
総
裁

及
ぴ
時
油
絵
奨
な
あ
わ
せ
て
ご
千

十
三
万
五
千
肉
を
予
築
計
上
し

て
あ
り
ま
す
。

中
学
校
焚
で
は
事
我
山
巾
附
仰
造

工
事
改
淡
〈
玄
関
口
六
平
ガ
メ
i

ト
ル
v
m悶
千
開
凶
磁
九
十
一

Mm.，

木
川
淵
怒
分
の
改
築
工
事
に
五
千

三
百
一
丸
十
万
円

E

抑
制
中
.
ア
ー
ル

時
効
後
に
一
千
汚
濁
万
円
，
和
叩
佐

山T
.
7
i
d
刊
絞
殺
に

4

一
…
闘
五
十
万

円
、
湖
北
台
中
波
紋
に
伴
う
日

本
仲
間
取
唱
公
関
へ
の
返
諸
問
純
子
主

し
て
、
問
問
杭
地
質
‘
機
軸
間
後
あ
わ

唆
て
一
千
武
百
十
五
万
双
子
悶
H

予
算
計
上
し
て
あ
争
ま
す
。

保
障
然
体
育
関
終
で
は
，
都
内
少

年
の
ス
ポ
ー
ツ
鯵
興
安
削
山
滋
き

そ
る
た
め
体
育
関
係
徽
誌
の
購

入
に
開
問
活
二
十
笈
万
八
千
内
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

公

債

費

A
A
ぼ
演
は
、
六
千
八
一
日
一
一
十

一
万
一
千
回
け
と
な
争
、
予
算
品
開

拓
酬
に
対
し
て
ニ
・
九
パ

i
セ

y

ト
の
髄
例
市
出
制
師
会
在
示
し
て
お
ち

ま
す
。

諸

支

出

金

土
効
期
尚
発
背
概
念
と
し
て
務
万

闘
い
、
第
一
点
滅
校
建
設
協
カ
繭
買
に

四
千
二
夜
一
一
一
十
五
万
七
千
円
、

708 

計
上
い
た
し
ま
し
た
匂

予

構

予
酷
刑
授
と
し
て
は
‘
給
与
改

正
紫
、
そ
れ
り
俗
女
合
め
二
千
万

悶
け
を
也
知
関
陣
い
た
し
ま
し
た
。

特

別

会

計

関
係
会
計
は
、
予
算
総
縦
一
一

俊
二
千
九
引
七
十
一
一
一
万
九
千
円

で
本
修
復
は
七

O
後
以
上
の
ガ

ハ
関
係
お
人
地
鳴
り
み
〉
め
医
療

糊
慨
を
然
校
、
と
す
る
た
め
に
も
商

品
附
謙
抑
締
役
付
加
殺
と
し
て
六
百

ス
十
五
万
附
開
万
出
け
な
然
鐙
い
た

し
ま
し
た
。

念
総
一
同
一
一
綴
後
四
品
事
懇
余
計

は
き
予
線
総
額
一
一
腕
胤
六
千
六
夜

双
十
二
万
八
千
m
m
T
締
年
後
六

会
計
に
分
な
し
て
い
た

L
停
を

一
本
に
統
合
し
あ
令
官
争
祭
会
統

的
総
力
伎
な
終
化
せ
て
お
き
ま

す
。
そ
の
的
関
公
共
下
本
道
会
計

に
八
千
廷
九
十
羽
一
万
五
千
m
H
，

終
別
射
病
院
泌
…
滋
事
世
卸
会
計
に
四

百
八
十
三
万
八
千
m
H
を
予
算
援

隊
い
た
し
ま
し
た
。

公
営
企
業
合
計

上
水
滋
事
案
余
計
は
を
収
総

品
別
お
よ
び
絞
本
的
支
出
で
一
億

む
千
八
十
吋
万
六
千
問
主
な

れ
ソ
、
協
和
五
十
和
十
剛
院
を

E
途
に

+
柄
引
出
会
裁
の
品
料
水
計
邸
側
な
た
て

て
あ
号
ま
す
。
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:s:孫子荷主主・柏市長・絞戸市長
4 Jll事詩午前9時15分から:s:D震予E景品.7徐t葉市ームで修?主式がfjな

われました

我孫子絞長に見送られてE電鉄、芝生孫子夜、総ili、絞戸市、報遂事著書長者

など大警告を乗せて7務総ホ日ム者ピ農産れる 4見i空自午前10終13分3遣の然
空襲被車

我孫子釈案内閣

市
一
夫
宇
土

A
M

① 
番線f7T番線叶胸、 :i:~選、水戸方孫

ヨ{

捻

ケ

天
市
中
ム
俊
樹
凱
も
ニ
十
周
か
ら

掛
指
数
を
際
品
開
し
て
お
り
ま

す
が
‘
持
回
世
術
悶
附
仏
矧
げ
い
先
だ

ち
十
六
時
材
開
凶
欽
‘
中
市
電
閥
抗

開
周
辺
自
治
会
開
関
係
翁
な
ど

一
一
忍
名
余
ち
の
総
腐
の
も

と
に
奴
食
閥
均
成
を
校
い
ま

し
た

由
民
器
開
絞
首
出
消
防
防
も
一
役
加
わ
争
仲
拍
袋
線
の
我

孫
子
・
拙
椛
端
開
聞
の
後
三
橋
山
市
成
闘
開
鴻
加
え
を
も

れ
ソ
ム
あ
げ
ま
し
た
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運
転
本
数
増
え
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

司

11“

今

3一

関

路

公

十

B
的
関
欽
常
勢
強
腕

一
綾
出
問

I
我
孫
子
妨
後
々
一
線
閥
均
成

一
と
営
回
同
千
代
罰
線
鋭
機

t
北
千

一
俊
則
例
記
訓
練
削
開
哨
離
に
伴
っ
て
‘
我

…
帽
伸
子
駅
か
ら
〈
市
山
附
閥
的
制
か
ら
綱
取

1
r
ち
換
え
る
人
も
会
め
て
〉
細
部
る

何
方
は
非
常
に
絞
刊
刊
に
な
っ
た
こ

伽
聞
と
と
開
品
い
ま
す

Q

液

隊

鶏

に

よ

9
慾
総
出
れ
容
も
割
払

鶴
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
照

一
一
一
途
い
の
な
い
よ
う
わ
抑
制
制
い
い
た

白
し
ま
す
。
な
お
、
逮
較
は
次
の

一
よ
き
に
後
与
ま
し
た
。

一
A

曹
品
開
遼
臨
也
市
黒
め
議
転

一
上
協
同
1
夜
祭
間
間
安
約
ゆ
γ
回

一
分
で
絞
ぷ
快
速
岡
地
帯
串
が
逮
萩
さ

一
れ
、
従
来
よ
ち
約
十
分
見
ピ
ー

一
ド
7
ヅ
ヅ
し
ま
し
た
。

じ
品
メ
ラ
ル
ド
・
グ
哲

i
y
mり 上

野
へ
は
快
速
轟
霞
ヶ
関
へ
は
緩
行
電
車

t1 

常撃さ線絞滋1・我孫子手間線路増設こζ事機姿

あ報rt: "君事146年5Jll開発行吋

問問
1
投
げ
時
半
4

附
開
で
遂
転
き
れ
ま

す
が
、
間
以
ケ
問
問

t
絞糊捌間関
H
H
料的

問
問
地
下
仲
間
線
、
綾
瀬
1
我
柑
切
手

術
法
国
間
鉄
総
合
滋
味
期
し
て
巡
か
聴

き
ふ
れ
る
も
申
で
‘
営
問
機
下
鉄

階
地
事
主
の
抑
制
立
乗
り
入
れ
潔
齢
制

主
な
9
ま
ず
。

聞
開
欽
戒
感
は
グ
レ
!
の
率
然

v
h
品
メ
ヲ
ル
ド
・

F
F
1
Y
の

州
開
説
明
智
つ
け
た
新
総
絡
榊
也
事
十

湾
総
燃
で
霞
ク
糊
桝

t
我
滋
子
側
関

な
約
五
十
六
分
間
附
マ
慾
転
し

ま
ず
。
〈
各
駅
鯵
率
)

地
下
鉄
附
也
市
平
は
ヲ
イ
ト

-
F

9
l
y
の
州
制
殺
が
入
ヮ
て
お
ち

ま
す
。ま

た
、
終
獄

t
即
隅
ケ
機
関
の

筋
商
耳
臨
吋
酬
附
は
一
一
十
六
分
で
、
制
明

ラ
ッ

V
二
時
は
一
一
一
分
、
夕
方
五

分
隠
滅
で
、
周
回
ケ
附
附
1
訟
孫
子

部
柄
数
総
後
輩
八
滅
的
鎖
骨
臥
で
、

取
手
か
ら
沢
登
合
・
務
時
間
子
e

凱
柏
戸
・
北
-
L
?
校
ま
で
品
官
官
期
滞
袖
・
絞

し
‘
北
千
仲
枕
上
限
月
間
は
各
庶
民
将

来
主
な
れ
ツ
ま
す
。

A

曹
品
市
銀
総
後
畿
の
ス
ど
i
F

7
ッブ

絞
々
一
線
化
に
よ
れ
ツ
も
柑
賦
行
僻
地

帯
平
主
制
訓
輪
駆
湘
紐
転
主
な
っ
た
ム
中
・

矢
野
総
従
事
ハ
滋
称
赤
m
叫
お
よ

び
念
行
な
ど
〉
は

J
税
孫
子

t

上
野
酬
制
約
一
ニ
十
策
分
一
-
と
な
り
、

約
十
開
問
分
λ
ピ
1
ド
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

A

曹
鐙
ケ
問
問
〈
営
団
総
下
鉄
九

畳
守
蛸
帆

V
I我
柑
持
参
嗣
問
の
湾
滋

瑠
璃
紅
鞘

持
伶
舷
訓
練
州
耕
一
行
電
ム
棋
は
、
師
陣
ケ

T
 

g
祝

れ

叫

協

昌

Z
ぉ
，
B

A

フ

我

・

拍

車

レ
b

y

p

b

l

u

給

料

取

引

の

ισ
占
ふ
;
-
-
広
間
納

税

浜

縫

T
i
2
1
4
3
2

中

揮

官

航

機

A

川
ら
し
し
し
し

ゃ

に

開

軌

道

的

4
3
4
2
3
4

Jm

線

認

一

線

機

'

ー

」

l
h
h
し
ん

嘩

凶

約

問

答

}

と

液

役

付

加

筏

従

従

滅

的

づ

薬

代

目

H

一
掬
る
行
間
明
朗
明
間
相
続
開

mm

b

鵠
闘
に
d
T
麗
刑
判
よ
出
時
陥
縦

2

脳
内
訳
僚
の
闘
に
人
軍
た

間
常

L

3
料
品
め
料
品
競
念
仏
畦

手
金
一
げ
の
に
た
仔
交
同
出
わ

市
博
・
凶
凶
凶
附
外
の
、
ず
品
持
続
あ

我

有

イ

北

・

え

総

支

と

.
亀
戸
。
台
品
留
保
独
市
間
絞

殺
松
躍
脚
ぷ
得
本
川
山
滋
a

ケ
州
川

伸
斡
駅
陪
間
夫
の
に
は
別
代

ドド

a
酎
帆

-

a

と
子
別
人
部
桝
千

級
制
郡
上
町

Mm
線

孫

務

総

回

復

湾

総
A
宮
北
手
貌
逮
捕
構
創
出

í~1語殺持者近代化
絞窓際競長生

ごC 1襲 警警

主事審ごζ 軍事

後密主義拍車?設
)[iJJ¥l:の女体化

イ設号託聖書nt近代化
起ヱまえ
ま愛護費.t金子当期E車検喜善2陸線完足立
j主主主祭物鋭意t~襲開始
主主E話予言霊指紋6主F著書詰始 ' 
毒聖書案・我孫子問機々 さ嘉吉達成〈レ戸Jレ線総〉

綾瀬・我孫子総複々 ま議事霊祭主子代隊長義主の

E室主霊護型転泌総

主筆車工事総滋

締
役
オ
i
ル
滋
滋
遼
転
。
た
だ

し
同
開
燃
は
千
代
用
問
納
税
出
口
折
返
し

主
務
通
安
一
海
お
き
に
巡
絞
し

ま
す
の
で
、
千
代
間
関
線
路
は
六

分
、
常
務
終
的
は
十
二
分
問
鼠

盟理怒
V

いな
h

ソ
ま
す
。

こ
う
み
ま
す
と
、
我
孫
子
が

一
番
制
限
測
に
な
り
淡
孫
子
総
胤
却

の
緩
行
電
世
帯
ハ
紋
孫
子
i
後
ケ

開
問
問
〉
、
陥
匹
漆
棟
地
帯
中
門
取
手

l

L
中野間桝
v

、
中
間
陣
然
出
臨
樹
串
全
部

後
v
、
問
問
時
昭
総
裁
ゑ
〈
急
行
〉

な
ど
す
刊
で
が
止
ま
ち
ま
す
の

守
、
持
制
削
申
択
が
な
〈
主
も
器
熟
れ

る
よ
告
に
な
号
、
し
か
も
自
由

に
目
的
問
絡
ま
で
の
減
配
早
を
議
べ

る
よ
う
に
な
9
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
は
無
投
票
当
選

我
孫
子
市
削
農
薬
援
演
会
黍
終

的
絞
郊
満
了
に
伴
う
選
挙
は
、

問
問
月
十
双
日
に
俊
一
附
さ
れ
、
十

双
、
十
六
誌
の
二
託
問
問
、
立
時
間

地
問
。
鼠
出
仰
を
受
付
け
ま
し
た
。

作
品
候
補
の
柑
調
印
刷
は
、
初
日
に

(滝滋箆i
E暗

長建実き会E建3委業C~ 

十
名
、
一
一
夜
開
討
に
六
名
〈
曲
目
一

翁
の
辞
退
開
桝
品
乱
調
祖
〉
が
あ
h

ツ
ま

し
た
。
と
の
斡
和
銀
、
四
月
二
十

沢
民
は
暗
部
教
す
る
と
に
な
っ
て

い
K
議
員
わ
数
十
汚
名
を
、
必

然
悌
部
者
の
数
日
か
抑
制
え
な
か
っ
た

の
で
投
票
山
同
行
な
わ
れ
な
か
っ

た
開
月
一
一
十
七
円
悶
守
前
九
時
か

ら
市
役
所
内
選
挙
管
渓
委
H
H一会

で
潟
学
会
が
附
開
催
さ
れ
次
め
と

お
り
当
時
地
人
が
定
め
ら
れ
た
。

投
票
率
は
七
一

保知事

謀議選挙

加列挙
k
際
総
会
議
終
泌
挙
殺

到
n
月
十
日
告
絶
好
的
滋
挙
門
口
秘

密
に
緩
ま
れ
で
、
中
市
内
十
六
ケ
幅
削

献
の
襲
刑
事
、
骨
議
刊
か
行
な
わ
れ

滋
ま
し
た
。

制抑V
Q
 

・え
が

hv
》いを。晶M

V
4
J
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昨
年
の
市
長
選
挙
を
上
回
わ
る

投
国
需
指
紋
柴
山
弘
、
的
年
春
に

行
な
わ
れ
た
夜
祭
選
挙
時
の
六

六
・
一
一
一
二
%
を
上
回
開
る
七
一
・

七
五
鎖
的
投
議
様
で
し
た
@

閉
山
禁
は
附
州
nH
午
後
い
も
昨
町
一
一
一
十

分
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
総

孫
子
ω
聞
に
お
け
る
僕
総
務
総
得

祭
欽
は
次
の
と
お
り
ゼ
ナ
。

ハ加畑
W

帯
選
挙
公
神
仙
紙
磁
の
総
合

上
不
出
向
毅
〉

で

〈祭議会議長電波挙)梁結官蒋
/Jマ

霊堂

gD 

護主f専ii!j 



二
十
歳
未
溝
の
心
身
障
害
者
広
福
祉
手
当

前
の
診
新
に
よ
り
月
額
千
円

給

輔
氏
氏
抑
制
淡
郁
朗
が
料
判
申
廷
し
た
務
制
刊
の
守
党
総
攻
鈴
議
ず
る
方
は
帽
問

地
時
州
問
議
、
も
し
く
は
品
材
開
加
な
事
続
税
務
所
に
車
a

詰
問
し
て
く
記
事

ム
燃
に
よ
争
、
医
師
闘
が
診
郁
朗
し
な
い
。

・
銀
総
指
数
五

O
以
下
の
方
ー
ま
な
お
、
品
目
副
総
に
つ
い
て
は
磁

た
は
こ
れ
と
問
問
緩
皮
の
方
で
臨
時
設
事
務
所
〈
市
抽
松
山
隊
出
問
機
綴
八

郎
御
用
り
診
時
制
緩
に
議
づ
曽
総
長
め
二
回
綿
一
一
双
山
総
内
線
一
一
一
一
一
八

認
匁
し
た
労
仁
丹
綴
ゴ

Tm支
教
に
》
お
問
い
合
わ
ぜ
く
だ
さ

紛

い

た

し

ま

す

。

ぃ

。

と
の
手
棋
叫
仲
林
、
こ
れ
ら
先
鋭

の
係
談
議
に
支
払
結
い
た
し
ま
ず

小
胤
)
の
附
開
発
生
し
た
火
災
は
ん
ハ

十
日
一
件
(
原
則
闘
は
ず
念
総
れ
ニ

十
八
件
、
縁
結
丸
出
w
v
a
i
ト
十

回
件
、
そ
の
他
二
十
件
》
で

し
た
が
、
線
燃
は
し
な
か
っ
た

し
、
幾
何
側
糊
閉
め
静
同
盟
規
制
叫
が
よ

か
っ
た
の
で
薬
品
が
原
闘
の
火

災
は
一
件
も
発
生
せ
ず
、
ま
た

羽
山
削
コ

Y
ピ
ナ
i
ト
に
梢
月
十
J

る

被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
ゥ
た
と

報
道
さ
れ
て
お

9
ま
や
'e
こ
の

と
k
は
抽
諮
問
の
総
っ
た
持
続
や

滋
絡
が
広
く
後
際
の
密
集
し
て

い
な
い
ア
メ
苦
カ
の
こ
主
で
あ

る
か
ら
と
滋
わ
れ
ま
す
が
、
送

路
刊
か
柏
駅
く
府
間
'
懸
の
密
集
し
て
い

る
紛
で
ζ

む
よ
う
な
総
緩
が
拘
削

っ
た
ら
一
体
ど
う
い
う
と
と
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。

地
擦
に
つ
い
て
も
火
災
と
間
同

じ
く
悼
惜
し
も
ガ
…
自
分
が
そ
の

よ
う
な
本
紋
に
あ
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
・
と
い
う
気
持
か
ら
平

淡
約
機
綴
や
心
掛
け
に
つ
い
て

漁
協
附
し
た
た
仏
り
に
取
返
し
の
つ

維
持
管
理
は
正
し
く

か
な
い
よ
う
な
開
阿
波
い
か
総
っ

て
お

9
ま
ず
。

も
し
放
同
紙
が
抑
制
っ
た
隣
吋
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
そ
の
心
得
に
つ

い
て
次
に
総
げ
る
こ

k
を
一
緩
む

や
に
入
れ
て
お
い
て
、
実
一
臨
聞
の

概
明
会
は
あ
わ
て
る
こ

ιな
く
落

鋒
い
て
出
先
行
す
る
よ
う
心
叫
掛
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
岡
仰
い
ま

す。。
大
地
擦
の
主
誉
議
市
内
に
い

る
場
合
は
ま
ず
大
炎
な
家
具

な
ど
に
ゆ
時
点
化
努
せ
る

品
相
あ
わ
て
て
戸
外
に
稿
用
ぴ
山
出

な
し

@
淡
い
路
地
、
繍
の
わ
き
、

擦
の
ふ
ち
を
遂
け
る

。
な
に
よ
号
も
ま
ず
火
の
品
開

土
木
を
完
全
に

@
人
命
数
助
に
は
端
情
火
が
第

。
協
融
機
〈
な
情
報
に
従
い
λ

然
災

念
品
掛
れ
な
い

@
秩
序
を
守
り
、
わ
れ
が
ち

r
な
行
畿
は
尉
闘
し
む

浄
化
槽
利
用
の
皆
さ
ん
へ

最
近
、
し
隊
浄
化
後
方
式
で

水
洗
ト
イ

vh惚
附
出
燃
す
る
家
庭

が
々
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
透

切
な
後
持
管
理
が
行
な
わ
れ
な

か
っ
た
争
、
酷
情
造
晶
、
機
的
耐
の
州
知

織
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
隊

り
近
際
に
淡
絡
を
か
け
て
い
る

ケ

1

A
が
あ

9
ま
す
。

環
境
衛
俊
樹
陣
明
、
持
州
、
浄
化
措
摺

は
一
一
波
紋
際
し
允
ら
い
つ
ま
で

も
加
盟
問
崩
明
、
き
る
も
の
で
は
山
な

く
‘
終
移
管
裂
が
適
正
に
行
な

わ
れ
て
こ
そ
、
品
地
域
社
会
の
燦

成
品
開
金
{
向
上
に
役
立
つ
も
の

で、

R
田
明
か
ら
緩
緑
樹
鴻
糊
雄
一
に
心

が
け
特
に
法
慾
ず
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
静

A
V

後
総
合
綴
緩
や
カ
セ
イ
ソ

i
ダ
な
ど
で
洗
う
と
浄
化
槽
摺

冷
代
万
削
静
作
用
す
る
料
開
ゑ
腕
W

を
死
滅
さ
崎
、
浄
化
後
拍
抽
を

落
す
の
で
出
世
悶
m
し
な
い
と
と

〈V

滋
然
孔
、
排
気
孔
は
除
問
化

後
出
向
に
怒
気
を
読
通
し
、
ぬ
が

ん
拾
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の

で
、
フ
タ
や
時
躍
的
判
で
ふ
窓
が

た
い
よ
う
砂
防
持
品
す
る
と
k

。
洗
浄
水
殺
に
よ
っ
て
機
能

が
大

#
2、
際
紛
開
慨
さ
れ
る
町
で

柏
村
に
柑
叫
問
問
機
準
設
を
後
っ
と

.と
-O
恰
胤
液
成
は
必
ず
治
率
し
て

か
ら
流
し
年
一
聞
は
山
静
化
的
閥

時
力
む
低
下
を
時
間
ぐ
た
め
数
点
輔

の
諸
問
援
を
す
る
こ
と

こ
れ
ら
の
絞
殺
蹴
商
務
な
適
切

に
行
な
い
獲
し
く
後
隅
用
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

ハ
郡
山
巾
数
削
闘
蛸
附
潔
境
衛
生
漆
〉

海
北
台
瞥
察
官
諌
出
所
完
成

地
域
題
迫
の
治
安
綾
持
に
活
躍

慾
相
婚
と
な
っ
て
お
号
ま
し
た

機
治
会
の
慾
察
官
派
出
一
双
山
は
‘

桝
開
法
会
三
丁
目
一
帯
に
残
殺
し

て
お
静
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
わ
で
、
開
悶
月
蕊

nn
か
ら
派
出
掛
蜘
州
安
側
聞
い
て
油
成

周
辺
〈
拙
官
線
材
陣
後
滋
持
品
会
一
丁

関

i
十

γ目
、
中
祭
、
中
総
の

ふ
品
械
桝
〉
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ

て
お
ち
ま
す
。

こ
の
派
出
昨
に
は
、
糊
ぽ
抑
限
緩

五
名
目
品
騨
位
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
融
官
淡
の
た
め
悶
油
ま
わ
り
に

山
山
て
い
て
潔
潟
昨
川
市
け
に
替
察
官

我孫子
駅前

グ
蕗
癌
筒
造
成
研
究
会
発
思
グ

魅
力
あ
る
樹
脂
街
づ
く
ち
揺
る

我
孫
子
駅
南
口
街
地
取
衡
の
持
協

議
は
、
駅
前
広
場
の
州
制
服
品
、
双

議
選
践
の
滋
一
燃
と
と
も
に
以
前

か
ら
葱
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

部
品
由
化
の
幾
開
棋
に
鈴
う
人
口
急

機
、
削
肌
ぬ
闘
の
相
判
的
関
却
油
成
、
常
磐

線
昭
一
淡
々
線
化
完
成
な
ど
に
よ

号
、
市
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し

い
綴
市
計
邸
主
商
硲
絞
殺
泌
の

察
欄
期
実
現
が
一
段
と
強
く
緩
ま

れ
て
お
守
ま
す
。

市
は
こ
れ
に
削
持
す
る
た
め

駅
南
日
照
抑
制
約
十
コ
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
わ
た
る
復
措
棋
の
お
務
改
造

な
れ
関
F

叡
鈴
広
場
三
千
乎
方

メ
l
ト
九
‘
駅
品
開
幹
弘
牒
街
路
樹
糊

げ
か
捻
れ
も
い
な
い
場
合
勺
疑
念
総
で
行
な
い
ま
?
の
で
お
受
ゆ
り

の
昨
吋
に
絞
っ
て
郁
朗
内
の
港
町
散
で
く
だ
さ
い
。

一
}
〈
〉
診
し
て
く
だ
苦
い
。
会
場
で
問
削
紛
燃
を
記
入
し
、

※
揖
開
味
期
総
務
榔
叫
ん
問
。
官
設
け
、
遺
体
綴
側
関
終
始
拭
執
抑
制
粗
い
た
し
ま
す

雌
仙
の
あ
争
中
点
、
械
情
細
部
な
ど
を
研
の
マ
恥
初
予
緑
町
午
後
一
時
一
慣
の

党
し
、
単
品
却
に
具
体
的
問
な
ヅ
ラ
ネ
総
会
党
え
て
お
い
て
く
だ
さ

γ
官
立
て
る
こ
と
に
な
う
ま
し
い
。
こ
の
注
射
は
判
官
僚
ハ
一
以
綴
〉

た

。

棋

制

緩

や

受

け

な

け

れ

ば

な

ち

ま

せ
ん
が
具
合
の
慾
い
叫
吋
は
燃
料
揃

一
二
緩
混
合
惨
隣
接
穏
に
こ
だ
わ
ら
子
総
燦
状
醐
燃
の
災

努
な
砕
吋
い
い
か
か
り
つ
け
の
医
師
削

デ
お
お
せ
章
、
タ
フ
デ
ザ
ア
、

:
あ
る
い
は
次
の
談
会
に
接

被
財
閥
燃
の
予
数
緩
輔
憶
を
次
の
日

1
1
j
j
i
t
j
i
i
j
j
輔
憾
な
受
け
て
く
だ
さ
い
。

…
悶
悶
…
開
閉
一
時
五
円
符
一
万
日
…
泌
加
的
一
方
山
比
二
開
問
問
口
、
玄
関

…開閉…

2
一
1

3

1
一
2
一
3
…
4
…
割
合
御
利
尽
く
だ
さ
い
。

7
1
…
月
一
月
一
月
月
一
月
一
数
万

一
一

5

5
一
5
(
6一
品
一
品
…
る
ま
た
、
時
間
関
は
午
後
一
…
酔
吋
か

己
回
目
』

ι
u
E
K

ら
午
後
三
時
一
一
一
十
分
ま
で
で

一
和
一
五
日
目
…
引
品
川
説
明
日
M
A
一
友
す
。
お
い
で
の
蜘
吋
は
、
脳
間
人
由
地

主将月し
nn

…
関
川
月
一
月
月
一
汲
晶
表
と
修
子
学
綴
合
必
ず
ご

「

に

?ι
ほ
い
d
i
一
ー
凶
同
一
除
襲
ふ
く
な
さ
な

一…

i
…!…

i

i
…!一

1
一
i
一

j
ま

J

i

-

-

nlJ夕
刊
叫
一
日
山
続
一
日
…
“
一

ranmw育
児
相
談

…川…

J
…
月
一
一
一
む
れ
一
れ
川
氏
側
片
的
資
芸
相
談
は
次
の
日

…

ほ

凶

b
h
v社
い
は
制
械
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
終
滋

…
一
一
一
場
一
致
一
…
仁
ず
る
お
子
様
を
お
体
付
ち
的
方
は

…

各

一

堅

館

一

』

史

認

福

間

一

被

援

'

…
一

L
年
一
務
総
役
…
役
一
ゑ
ぜ
ひ
稲
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

一
幸
一
タ
繁
一
桝
双
山
丸
山
巾
…
市
一
褒
昨
吋
燃
は
午
前
九
時
か
ら
午
孫

一
考
一
繁
一
会
中
、
気
予
一
子
一
十
一
昨
時
一
一
一
十
分
ま
で
主
午
後
一

一
一
仁
繁
桜
山
知
ミ
孫
一
官
、
終
か
ら
一
以
降
ま
で
で
す
。

一

一

割

抑

竹

中

…

駁

，

我

一

我

一

裁

と

一
:
…

J
5
詰
一
一
一
命
校
総
町
悼
の
ガ
は
午
前
九
時

か
ら
午
務
ふ
さ
二
持
一
一
一
十
分
ま
で

五

月

八

告

に

人

形

劇

で

ナ

。

.
。
、
母
子
学
概
慨
を
絞
れ

F

「
子
供
の
日
L

の
附
闘
終
品
村
議
。
γ

線
持
参
く
だ
さ
い
。

と
し
て
、
次
の
と
お
れ
ツ
人
形
劇
桝

を
ぬ
縫
い
・
K
Lま
ナ
。

お
手
掛
館
神
地
れ
で
ぜ
ひ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

期
間
二
鳥
羽
刀
入
信
(
土
)

待
問
u

午
後
二
臨
吋
か
ら
午
後
間

時
ま
で

場
所
“
我
孫
子
鯵
総
小
学
総
終

育
館

内
容
u

よ
み
う
り
人
形
綴

ス
綴
終
日
伽
燃
料

者容認会tこ発議した湖~t食事事繋'Þr~完関手iすでに4月 5日からき義務

t幹線量脅されております

鴎
尚
一
一
十
五
メ
ー
ト
ル
等
〉
し
て

い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本
匁

度
か
ら
一
務
次
礁
に
と

P
か
か

る
こ
と
に
な
ち
ま
し
た
。

こ
の
議
後
K
A合
わ
せ
て
、
本

市
か
け
る
や
心
描
開
業
業
務
地
と

し
て
と
り
近
代
的
な
薦
作
的
批
判
官
瑚

燃
を
椴
滋
し
、
他
出
間
関
関
へ
の
総

気
力
の
流
出
を
紡
止
す
る
と
と
一
行
政
相
談
お
よ
び
人
総
総
務

も
に
、

v
a
ツ
ピ
ソ
グ
と
脳
魁
瑞
錦
繍
談
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま

が
求
め
ら
れ
、
機
奴
滑
に
品
開
廷
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

さ
れ
る
よ
う
な
総
力
あ
る
商
昨
担
当
日
制
は
受
綴
中
心
が
防
隊
母
子

市
開
づ
く
号
令
閉
山
る
こ
と
が
急
務
惣
で
す
a

ぜ

あ

り

ま

す

。

争

罫

終

日

立

月

二

十

八

日

午

前

こ
の
た
め
翁
で
は
、
十
人
の
十
臨
時
か
ら
午
後
一
一
一
待
ま
で

務
総
長
か
ら
な
る
。
双
山
祭
儀
災
後
骨
場
所
布
佐
支
部
出

行

件

以

相

談

人

様

援

護

相

談
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